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項目 EAGLE  DSPCB 
最大面積 100×80 mm 1×1 m 
最大層数 2層 無制限 








ULP : User Language Program 
                        
* 第 3技術室 システム制御班 
3. DSPCBの評価 
3.1 インストール 

























表 1. EAGLEと DSPCBの特徴比較 
図 1. EAGLE設計データのインポート 
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3.3 6枚面付けデータに編集 







3.4 3D View機能 









3.5 きてみてフェア 2013の基板に試用 
まず DSPCB のガーバーデータ出力を
ORIMIN PCB で NC プログラムに変換し，150

















で実測すると最大 81dBA もあり（CIP100 単独
動作では 70dBA 程），とても不快に感じた．集








ツール径を 0.30 mmに設定していると溝幅 0.30 













図 4. DSPCBで設計した基板パターン 
図 2. DSPCBの操作画面 
図 3. DSPCBの 3D View出力図 






















る．MPK KEMMER製の SX35M -0500030-0（径



























ールにはブルーレインボーDLC 相当の MPK 
KEMMER製 EA30 -R2000090-0（径 2.0 mm）を
使用した．設定可能な切り込み量は ORIMIN 
PCBの制限により 5.0 mmまでであった． 
 
 
5. EAGLEと DSPCBの操作性比較 



















5.2 EAGLEと比較した DSPCBの難点 








表 2. DSPCBの利点 
拡大 
図 5. 直角度の歪み（調整前） 








変更できない．初期状態では 0.3 mm (10 mil), 0.4 
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表 3. DSPCBの難点 
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